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授業が解らない ⇒ 他のことへの興味・関心 ⇒ 入りやすい（安易な）時間つぶし    







                    教育の「履歴」としての要因 
  家庭教育 
            ＋  積み重ね         「解らない」 
  学校教育 
 











































































































































































































































































            ⇑       「～ができる」 
         自己肯定感の育成 
                   「～の役に立っている」 
 
特に勉強が不得手で、「～ができる」による自己肯定感を獲得しづらい子どもには、学校であろ
うと将来の職場であろうと、「自分は役に立っている。」、「自分が一員として組織を支えている。」、
「自分がいなければ、この組織は十分に機能しない。」といった組織における自己有用感を実感さ
せることが何よりも大切なのである。 
そのためには、教員が生徒に、取組に係る明確な役割指示と、その位置づけを説明し、本人に
理解・納得してもらう必要があり、その段階を経て、発展的には、自ら組織の方向を読み取り、
自らできることを評価し、自ら参加し、自己有用感を会得していく、というプロセスを辿る力を
育成することが大切である。こういったことは、体育祭や文化祭などの行事や生徒会活動、合宿
や校外活動などを通じて発達段階に応じ、場面に応じた多様な実体験を経験知として積ませるこ
とで培われていく。 
　特に勉強が不得手で、「～ができる」による自己肯定感を獲得しづらい子どもには、学校
であろうと将来の職場であろうと、「自分は役に立っている。」、「自分が一員として組織を支
えている。」、「自分がいなければ、この組織は十分に機能しない。」といった組織における
自己有用感を実感させることが何よりも大切である。
　 ためには、教員が生徒に、取組に係る明確な役割指示と、その位置づけを説明し、
本人が理解・納得する必要があり、その段階を経て、発展的には、自ら組織の方向性を読
み取り、自らできることを評価し、自ら参加し、自己有用感を会得していく、というプロ
セスを辿る力を育成す ことが大切である。こういったことは、体育祭や文化祭などの行
事や生徒会活動、合宿や校外活動などを通じて発達段階に応じ、場面に応じた多様な実体
験を経験知として積ませることで培われていく。
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おわりに
　明治期の学制以降、人々は生まれながらの身分や門地によらず、（建前としては）本人の
才能と努力で、立身出世が可能となった。このことは、それまでの自分の力では如何とも
しがたい桎梏から人々を解き放ち、意欲的な人々、優れた才能に恵まれた人々に活躍の場
を提供してきた。
　しかしながら、このようなパラダイムシフトにより、世に出る尺度がそれまでの身分な
どから「学力」に取って代わったため、意欲溢れる才能豊かな志士の発掘には大いに寄与
したが、そうでない者には、それ以外の尺度で生きることを困難にし、その傾向は科学技
術や情報科学が発達し知識の高度化が加速度的・指数関数的に進む現代においてますます
深刻化してきている。つまり、学力という尺度から外れた子どもの行き場は狭隘とならざ
るを得なくなってきており、そこから様々な生徒指導上の課題が派生してきている。自己
肯定の視点から考えれば、今ある自分は、昔のように、身分などの自分の能力・努力では
如何ともし難いと衆目が認め、自分でも受け入れざるを得ない要因の産物ではなく、自己
に帰せられるべき能力と努力が決定づけたものとなれば、思うに任せない本人にとっては
何より辛く、自己肯定感を著しく毀損する。
　一方で、「教育は国家百年の計」と称せられるように、教育効果は短期的なスパンで評価
することができないので、例えば、PDCAサイクルのような改善システムも本質的な改善
の手応えを与えるものには至らず、効果的な対応策となり得ない。結果として、冒頭に引
いた新聞記事のように、戦後教育の「付け」である過剰な権利意識と公共心の喪失が目立
つほどに出現し、しかも時を経ているだけにこびり付きも相当なもので、容易に解消でき
ない閉塞感がある。
　もっとも、社会学者の竹内洋氏によれば（「新潮45」2016年6月号）、様々な教育行政施
策が成功しないのは、教育という分野は、経済学等とは異なり専門性のハードルが低く、
素人の容喙を許すが故に、多事総論、百家争鳴し、揺れ戻しなどが起こる不安定さを内包
している。また、教育は結果が表れるのに年月を要し、仮に施策が失敗だと判明しても時、
既に遅しで、担当者が当該部署に留まっていることはなく責任を問うことなどできようが
ない。かくして、教育改革は「社会システム改革では解決できそうにない残余を引き受け
るごみ箱」であり、「浮世の憂さの晴らし所」と化している、と断じている。
　話がやや横道に逸れたが、かいつまんで言えば、「学力という物差し」で測られては立つ
瀬がない子どもがおり、そこが生徒指導に係る課題の淵源となって、学校教育における歳
月を重ねるにつれて深刻度を増していっているという実態がある。そういった子どもの救
済を含めた生徒指導には多角的な面からのアプローチがなされなければならないし、一つ
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生徒指導における今日的課題と次代への方向性（児童・生徒を取り巻く環境変化の視点からの考察）
生徒指導に留まらず、精度を高めた教育改革が求められることは理の当然であると思量さ
れる。本論文が生徒指導を視座に据えながらも、現在、近い未来の予想図、そして、そこ
にある課題を多角的に炙り出し、その解決へ向けて考察を試みたのは、そのような所以か
らなのである。
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